
第2295号）昭和34年7月24日
第三種郵便物認可（け ん せ つ）月3回刊1・

10・20日発行（2019年10月1日（7）

�����������������������������������������������������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

���������������������������������������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

【
文
京
・
電
工
・
本
多
健
一
通

信
員
】
春
日
駅
か
ら
徒
歩
2
分
、

こ
ん
に
ゃ
く
え
ん
ま
前
交
差
点
前

に
豚
肉
創
作
料
理
店
「
美
蔵
」
が

あ
る
。
店
名
の
由
来
は
、
オ
ー
ナ

ー
の
宇
都
宮
泰
蔵
さ
ん
と
店
長
で

あ
る
奥
さ
ま
の
美
幸
さ
ん
の
名
前

か
ら
き
て
い
る
。

お
店
の
モ
ッ
ト
ー
は
美
味
し
い

食
事
を
食
べ
な
が
ら
気
軽
に
お
酒

を
飲
め
る
店
。
料
理
は
豚
肉
を
使

っ
た
和
・
洋
・
中
を
う
ま
く
取
り

入
れ
た
創
作
料
理
。
特
筆
す
べ
き

は
、
オ
ー
ナ
ー
の
父
方
の
里
、
長

野
県
で
人
気
が
あ
る
ブ
ラ
ン
ド
豚

「
信
州
飯
山
産
み
ゆ
き
ポ
ー
ク
」

を
都
内
で
唯
一
提
供
し
て
い
る
お

店
だ
と
い
う

こ
と
。
今
で

は
取
り
扱
っ

て
い
る
養
豚

農
家
は
僅
か

3
軒
の
み
と

超
一
級
ブ
ラ

ン
ド
だ
。

看
板
メ
ニ

ュ
ー
は
、
自

慢
の
ト
ン
テ

キ
、
ロ
ー
ス

か
つ
、角
煮
、

カ
ツ
煮
…
と

多
種
に
及

び
、
お
酒
の
種
類
も
充
実
し
て
い

て
、
日
本
酒
は
信
州
産
「
真
澄
」

を
は
じ
め
20
種
類
を
取
り
揃
え
て

い
る
。
珍
し
い
の
は
瓶
ビ
ー
ル
の

黒
ラ
ベ
ル
と
ラ
ガ
ー
ビ
ー
ル
の
赤

星
が
あ
り
、お
客
か
ら
大
人
気
だ
。

店
内
は
1
階
が
テ
ー
ブ
ル
席
と

カ
ウ
ン
タ
ー
席
、
2
階
に
は
座
敷

が
あ
り
、
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
時
は
1

階
の
み
。
平
日
ラ
ン
チ
時
は
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
、
職
人
、
女
性
客
が
多

く
、
土
曜
に
は
家
族
連
れ
も
訪
れ

る
な
ど
幅
広
い
客
層
に
支
持
さ
れ

て
い
る
。
有
名
人
も
お
忍
び
で
や

っ
て
く
る
ら
し
い
。
オ
ー
ナ
ー
も

奥
さ
ま
も
気
さ
く
で
と
て
も
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
お
店
だ
。

《
メ
ニ
ュ
ー
》

瓶
ビ
ー
ル

5
6
0
円

真
澄
（
一
合
）

1
0
8
0
円

ネ
ギ
豚
丼

7
2
0
円

ア
ジ
フ
ラ
イ
定
食

6
9
0
円

生
姜
焼
き
定
食

8
2
0
円

カ
ツ
煮

8
5
0
円

自
慢
の
ト
ン
テ
キ

1
1
8
0
円

営
業
時
間

11
時
半
〜
14
時
、
17

時
〜
23
時
（
祝
日
は
デ
ィ
ナ
ー
の

み
）
／
定
休
日

日
曜

文
京
区
小
石
川
1
―
9
―
5

☎
3
8
1
5
―
3
6
9
4

気さくな宇都宮夫妻が迎えてくれる

私
は
20
代
の
頃
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
圧
送
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し

た
。コ
ン
ク
リ
ー
ト
圧
送
と
は
、運

搬
車
に
よ
っ
て
建
設
現
場
に
搬
送

さ
れ
た
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
ポ
ン
プ
車
を
使
用
し

て
、
油
圧
に
よ
り
所
定
の
型
枠
内

に
圧
送
し
打
ち
込
む
、
建
設
専
門

工
事
業
で
す
。

作
業
着
は
定
め
ら
れ
た
白
い
綿

の
つ
な
ぎ
で
、
仕
事
が
終
わ
っ
て

帰
る
と
、
皆
様
の
想
像
通
り
に
、

泥
や
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
グ
リ
ス

油
な
ど
で
い
つ
も
汚
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
、
次
の
日
に
そ
の

つ
な
ぎ
を
着
る
と
き
は
い
つ
も
白

く
な
っ
て
お
り
、
そ
の
綺
麗
さ
は

他
の
同
僚
よ
り
際
立
っ
て
い
ま
し

た
。
当
時
の
私
は
な
ん
で
き
れ
い

に
な
っ
て
い
る
の
か
気
に
も
せ

ず
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
そ
の
白

い
つ
な
ぎ
を
着
て
、
同
じ
よ
う
に

仕
事
に
向
か
っ
て
い
ま
し
た
。

現
在
、
自
分
の
息
子
は
野
球
チ

ー
ム
に
所
属
し
て
い
て
、
練
習
や

試
合
が
終
わ
っ
て
帰
っ
て
く
る

と
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
は
い
つ
も
泥

や
汗
で
汚
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
汚
れ
は
息
子
の
練
習
の

努
力
な
の
か
、
洗
濯
機
で
洗
っ
て

も
全
く
落
ち
ま
せ
ん
。
な
の
で
、

漂
白
剤
に
つ
け
お
き
し
た
り
、
強

力
洗
剤
で
洗
っ
た
り
、
洗
濯
板
で

擦
っ
た
り
し
て
、
考
え
う
る
限
り

の
親
父
の
努
力
を
見
せ
て
も
、
元

の
よ
う
な
白
さ
が
戻
っ
て
く
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ふ
と
息
子
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の

汚
れ
を
落
と
し
て
い
る
最
中
に

「
自
分
も
同
じ
よ
う
に
若
い
時
は

汚
れ
て
帰
っ
て
き
て
た
な
」
と
思

い
出
し
ま
し
た
。

生
コ
ン
や
グ
リ
ス
油
で
汚
れ
た

作
業
着
、
今
は
亡
き
母
は
、
ど
れ

く
ら
い
擦
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
今

さ
ら
感
謝
し
て
も
伝
わ
ら
な
い
の

で
す
が
、頭
が
下
が
る
思
い
で
す
。

あ
り
が
と
う
。
（
府
中
国
立
）

破
天
荒

昨
年
亡
く
な
っ
た
落
語
家
の

月
亭
可
朝
は
、
酒
と
女
と
博
打

の
話
題
に
事
欠
か
な
か
っ
た
。

1
9
5
8
年
、
3
代
目
林
家

染
丸
に
入
門
し
翌
年
デ
ビ
ュ
ー

し
た
が
、
わ
ず
か
1
年
で
女
性

問
題
に
よ
り
破
門
。
69
年
に
は

自
ら
作
詞
作
曲
を
手
が
け
た

「
嘆
き
の
ボ
イ
ン
」
が
約
80
万

枚
の
大
ヒ
ッ
ト
。71
年
に
は「
一

夫
多
妻
制
の
確
立
と
銭
湯
で
の

男
女
混
浴
」
を
公
約
に
掲
げ
て

参
院
選
に
立
候
補
す
る
も
あ
え

な
く
落
選
。
79
年
に
は
野
球
賭

博
、
2
0
0
8
年
に
は
ス
ト
ー

カ
ー
事
件
で
逮
捕
さ
れ
た
。

鉄
筋
工

松
島
和
也

消
費
税
増
税
を
前
に
し
て
、
政

府
は
消
費
者
の
負
担
感
を
や
わ
ら

げ
よ
う
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

を
広
げ
る
こ
と
に
躍
起
に
な
っ
て

い
る
。
マ
ス
コ
ミ
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
社
会
が
近
づ
い
て
い
る
と
、

仕
組
み
の
解
説
に
熱
心
だ
。

こ
れ
ま
で
ス
マ
ホ
決
済
や
電
子

マ
ネ
ー
を
使
っ
て
こ
な
か
っ
た
人

も
、
Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
の
漏
え

い
や
カ
ー
ド
の
紛
失
な
ど
の
リ
ス

ク
を
承
知
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

に
踏
み
切
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に

対
応
で
き
な
い
個
人
商
店
は
確
実

に
売
り
上
げ
が
減
る
だ
ろ
う
。
ポ

イ
ン
ト
還
元
へ
の
補
助
を
国
が
打

ち
切
る
来
年
6
月
ま
で
の
話
で
済

む
の
か
。
一
旦
途
絶
え
た
客
足
は

復
活
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
一
体
い
つ
か
ら
水
を
買
う

よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
子
ど
も

の
頃
は
タ
ダ
だ
っ
た
の
に
」
…

現
在
50
歳
以
上
の
人
な
ら
誰
も

が
こ
ん
な
疑
問
を
抱
い
た
こ
と

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

日
本
で
初
の
一
般
向
け
ミ
ネ

ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
「
六
甲
の
お

い
し
い
水
」
（
ハ
ウ
ス
食
品
）

が
発
売
さ
れ
た
の
は

1
9
8
3
年
。
そ
れ

ま
で
は
、
水
を
買
っ

て
飲
む
と
い
う
習
慣

は
こ
の
国
に
は
な
か

っ
た
。
平
成
に
入
る

と
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ

ー
タ
ー
市
場
に
は
各

社
が
参
入
、
今
で
は

年
間
2
5
0
万
キ
ロ

リ
ッ
ト
ル
以
上
を
生

産
・
輸
入
し
、
清
涼

飲
料
の
13
パ
ー
セ
ン

ト
以
上
を
占
め
る
ほ

ど
に
成
長
し
た
。
一

方
、「
水
の
商
品
化
」

が
進
む
裏
で
は
、
我

々
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
水
道
の
存
続

が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。

昨
年
12
月
12
日
、
水
道
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
公
布

さ
れ
た
。
人
口
減
少
に
伴
う
水

の
需
要
の
減
少
、
水
道
施
設
の

老
朽
化
、
深
刻
化
す
る
人
材
不

足
等
の
水
道
の
直
面
す
る
課
題

に
対
応
し
、
水
道
の
基
盤
強
化

を
図
る
た
め
、
と
い
う
の
が
改

正
の
理
由
。こ
の
改
正
に
よ
り
、

民
間
企
業
が
水
道
事
業
に
参
入

し
や
す
く
な
っ
た
。

改
正
前
で
も
、
事
業

認
可
を
受
け
義
務
と

責
任
を
負
え
ば
民
間

企
業
の
参
入
は
可
能

だ
っ
た
。
し
か
し
、

民
間
企
業
に
と
っ

て
、
法
的
な
責
任
を

負
う
こ
と
は
大
き
な

リ
ス
ク
。
今
回
の
改

正
で
、自
治
体
が「
法

的
な
責
任
を
負
う
」

こ
と
と
、
民
間
企
業

が
「
水
道
料
金
を
直

接
収
受
し
て
水
道
サ

ー
ビ
ス
を
実
施
す

る
」
こ
と
が
同
時
に

可
能
に
。
こ
の
こ
と
が
様
々
な

問
題
を
引
き
起
こ
す
、
と
水
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
る
著
者
は

警
鐘
を
鳴
ら
す
。

「
安
心
・
安
全
・
安
価
な
水
」

が
通
用
し
な
く
な
っ
た
今
こ

そ
、
水
道
の
未
来
を
真
剣
に
考

え
る
必
要
が
あ
る
。

（
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
・
本
体

5
8
0
円
＋
税
）

5

春日駅
徒歩２分

豚
肉
創
作
料
理

美
蔵

豚
肉
創
作
料
理

美
蔵

当
た
り
前
の
白
さ
に

みゆき豚を都内で唯一提供

有名人もお忍びで

今
分
か
る
亡
き
母
の
苦
労

いつまでもあると思うな、親と水

橋本 淳司水道民営化で
水はどうなるのか

水道民営化で
水はどうなるのか

チ
ョ
ッ
ト
一
服（
９９９
）


